
28
年号
チェック

資
料
か
ら
考
え
よ
う

藤
ふじ
原
わら
京
きょう
（復元模

も
型
けい
）

学
習
内
容
を
整
理
し
よ
う

教科書

100

P.42～ 43

日本列島の人々と国家の形成（６）

大
たい
化
か
の改

かい
新
しん
が始まる

むしご（蒸
む
しご）飯で　祝った　大化の改新645年

 ７世紀前半，唐
とう

が領土を広げていくと，朝
ちょう

鮮
せん

半島では政変や戦争が続いた。
 ヤマト王

おう

権
けん

では中央集権を進めようと，645年に中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と（ ① ）（の
ちの藤

ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

）が（ ② ）氏をたおして政権をにぎった。
難
なに

波
わの

宮
みや

を建設し，新しく天
てん

皇
のう

中心の役所・役人の組織をつくった。
  すべての土地と人々を国有にして天皇が支配する（ ③ ）の方

ほう

針
しん

が出さ
れた。
  これらの政治の改

かい

革
かく

を（ ④ ）という。
 唐・新

し ら ぎ

羅が（ ⑤ ）をほろぼすと，中大兄皇子は（⑤）の復興のために朝
鮮半島に大軍を送ったが敗れた。
九
きゅう

州
しゅう

北部に兵士の（ ⑥ ）をおき，朝鮮式山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

をつくった。
 中大兄皇子は大

おお

津
つの

宮
みや

で即
そく

位
い

して（ ⑦ ）天皇となると，国内の整備を進めた。
  初めて全国的な（ ⑧ ）をつくり，支配を強めた。

（⑦）天皇の死後，弟の大
おお

海
あ ま の

人皇
おう

子
じ

は（ ⑨ ）を起こして政権をにぎった。
天
てん

武
む

天皇となり，法制をさらに整えて中央集権国家の建設を強力に進めた。
 天武天皇の死後は，皇

こう

后
ごう

の持
じ

統
とう

天皇が事業を引きつぎ，広大な（ ⑩ ）が
建設された。
 701（大

たい

宝
ほう

元）年，唐の律
りつ

令
りょう

にならって（ ⑪ ）がつくられた。
  律令に基づいて政治を行う国家を律令国家という。

⑴ 大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

の中心となり，のちに即
そく

位
い

し
て天

てん

智
じ

天
てん

皇
のう

となった人物はだれですか。
⑵ 公

こう

地
ち

公
こう

民
みん

の方
ほう

針
しん

のもと，全国の土地と
人々はだれが支配することとされましたか。
⑶ 　右の地図中のＸで663年に起きた戦いの
名前と，外交や防衛の拠

きょ

点
てん

となっていたＹ
の役所の名前を書きなさい。
⑷ 壬

じん

申
しん

の乱
らん

に勝利して即位した天皇を何といいますか。
⑸　８世紀以

い

降
こう

の日本のように，律
りつ

令
りょう

に基づいて政治を行う国家を何といいますか。

⑴ 　右の資料は，７世紀半ばの九
きゅう

州
しゅう

北部のようすです。中大兄皇子が
つくらせた資料中のＸを何といい
ますか。
⑵ ⑴や朝

ちょう

鮮
せん

式山
やま

城
じろ

の一つである資
料中の大

おお

野
の

城
じょう

は，どのような目的
でつくられましたか。上の地図も
参考にして説明しなさい。

７～８世紀の日本と東アジアについてまとめよう。

大
化
の
改
新

天
智
天
皇

シルラ

律
令
国
家
の
成
立

中央集
しゅう

権
けん

に向けた日本の動きについてまとめよう。

慶州
けいしゅう

キョンジュ
難波宮
なにわのみや
大津宮
おおつのみや

X

Y

飛鳥
あ　す　か

し　ら　ぎ

新羅
シ　ル　ラ

　

わ倭（
日
本
）

倭軍

新羅軍
朝鮮式の山城

唐軍

ちょうせん やまじろ

とう

0 300km

中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

の政治について考えよう。

博多湾

大野城

X

はか た わん

おお の じょう

6 律
りつ
令
りょう
国家の成立 P.42～43

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑴

⑵

⑴

⑵

⑶
X

Y

⑷

⑸

22 23

学習日　　　  年 　 月 　 日

簡
単！ 年号チェック

律
り つ

令
りょう

国家をめざして 教科書 P.38 ～ 396学
習
内
容
を
整
理
し
よ
う

資
料
か
ら
考
え
よ
う

645年　大化の改新が始まる
むしご（蒸しご）飯で　祝った　大化の改新

日本列島の人々と国家の形成（5）
第２編 古代までの日本

1　７世紀のヤマト王
おう

権
けん

の政治改
かい

革
かく

についてまとめよう。

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

の死後，（　①　）氏の独
どく

裁
さい

的な政治への反感が高まった。
唐
とう

に対
たい

抗
こう

するため，高
コ

句
グ

麗
リョ

・百
ペク

済
チェ

・新
シル ラ

羅の三国では政変や戦争が相次いだ。
645年，（　②　）と（　③　）〔のちの藤

ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

〕は，（①）氏をたおし
て政
せい

権
けん

をにぎり，難
なに

波
わの

宮
みや

（大
おお

阪
さか

府）に都を移した。
唐から帰国した（　④　）などの協力を得て，全国の土地と人民を国の
もの＝（　⑤　）として，（　⑥　）がそれらを支配するという方

ほう

針
しん

を
打ち出した。
（②）と（③）による一連の政治改革を（　⑦　）という。

2　律令国家の成立についてまとめよう。

唐と新羅が連合して（　①　）をほろぼした。
・中

なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

は，（①）の復興のために大軍を送った。
・（　②　）の戦いで倭

わ

（日本）の水軍が大敗した。
・（①）から多くの人がのがれてきた。
中大兄皇子は，大

おお

津
つの

宮
みや

（滋
し

賀
が

県）で即
そく

位
い

して（　③　）天
てん

皇
のう

となった。
・全国にわたる初めての（　④　）を作成した。
（③）天皇の死後，あとつぎ争いから（　⑤　）の乱

らん

が起きた。
・この乱に勝利して即位した（　⑥　）天皇が，天皇を中心に全国を支
配する中央集権国家の建設をおしすすめた。

・（⑥）天皇の死後，その事業は皇
こう

后
ごう

の持
じ

統
とう

天皇に引きつがれ，奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部に広大な藤
ふじ

原
わら

京
きょう

がつくられた。
701年，（　⑦　）の律令をもとにして，（　⑧　）が定められた。
・律令に基づいて政治が行われる国家を，（　⑨　）という。

3　中大兄皇子の政
せい

策
さく

について考えよう。

⑴　次の資料は，中大兄皇子によって築かれた山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

です。資料中の★は，
九
きゅう

州
しゅう

北部の統
とう

括
かつ

や大陸との外交を担
にな

っていた役所です。この役所を何といいま
すか。

⑵　大
おお

野
の

城
じょう

や水城は
何のために築かれ
たのか説明しま
しょう。

こう く　り く だ ら し ら ぎ

律
令
国
家

国
際
情
勢
と
政
治
改
革

朝
鮮
へ
の
出
兵

⑴ 大宰府

⑵ 解答例：中大兄皇子は，
唐・新羅の連合軍にほ
ろぼされた百済を復興
するために大軍を送っ
たが敗れた。そのため
中大兄皇子は，唐・新
羅の日本への襲来を恐
れて山城や水城を築か
せて，これを防ごうと
した。

① 百済

② 白村江

③ 天智

④ 戸籍

⑤ 壬申

⑥ 天武

⑦ 唐

⑧ 大宝律令

⑨ 律令国家

① 蘇我

② 中大兄皇子

③ 中臣鎌足

④ 遣唐使

⑤ 公地公民

⑥ 天皇

⑦ 大化の改新

水城

大野城

★

博多湾

※各5点，記述10点

得点欄

中
なか
臣
とみの
鎌
かま
足
たり

蘇
そ
我
が

公
こう
地
ち
公
こう
民
みん

大
たい
化
か
の改
かい
新
しん

百
くだ ら
済

防
さき
人
もり

天
てん
智
じ

戸
こ
籍
せき

壬
じん
申
しん
の乱

らん

藤
ふじ
原
わら
京
きょう

大
たい
宝
ほう
律
りつ
令
りょう

ペクチェ

中
なかの
大
おお
兄
えの
皇
おう
子
じ

天
てん
皇
のう

白
はく
村
すきの
江
え
の戦

たたか
い

大
だ
宰
ざい
府
ふ

天
てん
武
む
天
てん
皇
のう

律
りつ
令
りょう
国
こっ
家
か

はくそんこう

水
みず
城
き

（例）唐
とう
や新

し ら ぎ
羅が

攻
こう
撃
げき
してくるのを

防
ふせ
ぐため。

思 シ ル ラ

5

10

15　　　　

20

25

30

35

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正
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学習  課題

学習日　　月　　日

解答・解説 P.14

律令国家の成立6

【大化の改新】

７世紀前半に唐が領土を拡大 朝鮮半島に圧力

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ

　　

　　 ヤマト王権内で中央集権を進めようとする動きが起こる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰国した遣唐使や留学生の知識を用いる

大化の改新 645年，中大兄皇子と中臣鎌足（藤原鎌足）が蘇我氏をたおす

　　　　　　　　　　　難波宮を建設 天皇を中心とする役所や役人の組織をつくる

　　　　　　　　　　　公地公民……すべての土地と人々を国有にして天皇が支配する

【天智天皇】

中大兄皇子の政治

　　 百済の復興のため，朝鮮半島に大軍を送る 白村江の戦いで唐の水軍に敗れ，撤退

　　　　　　唐・新羅がほろぼす

　　 九州北部に防人（兵士）をおく

　　 朝鮮式山城や水城を築く

天智天皇……中大兄皇子が大津宮（滋賀県）で即位

　　 役所・役人の組織を改良

　　 初めて全国的な戸籍をつくる 公民の支配を強化

【律令国家の成立】

壬申の乱……天智天皇の死後，弟の大海人皇子が挙兵して政権をにぎる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　即位して天武天皇となる

中央集権国家の建設

　　 天武天皇は飛鳥に都をおき，法制をいっそう整備 死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・広大な藤原京をつくる

　　 701年，大宝律令の制定　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  

　　　・唐の律令をまねてつくられる

大宰府を拠点とし，唐や新羅の

攻撃にそなえる

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

律令に基づいて政治が行われる

国家（律令国家）の成立

３つのサイクルを回して習得！
1STEP

教科書引用文の穴埋め問題
教科書を読み進めて用語を確認

2STEP

資料活用問題
教科書と同一資料を使った学習事項の確認

3STEP

「思考力・判断力・表現力」問題
社会的な「見方・考え方」を使った活用問題

1STEP

2STEP

3STEP

Point
１

Point
2

重要用語 総合問題 A・Lワークシート

歴史

教科書と同じ
デザイン・書体・資料を採用！

教師用ROMの
デジタル教材
単元別
『A・Lワークシート』で
効果的に習得

教科書の流れに沿った板書例
で，課題をまとめる

Point
１

Point
2

学習課題を書きこむ

Point
3

巻末の「重要用語」で基礎用語を
確実に定着

単元のまとめに「確認テスト」

「総合問題」で入試問題に挑戦

単元のまとめに，主体的・対話的に取り組
める「A・Lワークシート」

研究ノート　ｐ28・29

わ か る

学 力
向 上

使い方・内容説明
はこちらから

教科書　ｐ42・43

73

⑶ 　右の仏像は，鎌
かま
倉
くら
時代に仏師の運

うん
慶
けい
や快

かい
慶
けい
らによって

つくられた金
こん
剛
ごう
力
りき
士
し
像
ぞう
です。これに関して，次の問いに

答えなさい。
　① 　この仏像が置かれている，宋

そう
の様式をとり入れた建

築物を何といいますか。
　② 　宋から伝えられた仏教であり，栄

よう
西
さい
が臨

りん
済
ざい
宗
しゅう
を，道

どう

元
げん
が曹

そう
洞
とう
宗
しゅう
を広めた教えを何といいますか。

⑷ 　右の地図は，15世紀の東アジアをあ
らわしています。次の問いに答えなさい。
　① 　地図中のＸに古くから住み，狩

か
りや

漁，交易などをしてくらしていた人々
を何といいますか。

　② 　東アジアや東南アジアで中
なか
継
つぎ
貿易を

行い，独自の文化が栄えた国を，地図
中のＡ～Ｃから選び，記号と国名を書
きなさい。

⑸ 　右の写真に関して述べた次の文中の下線部ア～エから
誤っている語句を選び，記号と正しい語句を書きなさい。
　

　　　　　　　　　次の資料を見て，あとの各問いに答えなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑴ 　資料１の下線部ａについて，資料２は馬が用いられた 13世紀の戦いをえがい
たものです。また，次の文章は，その戦いに関してのものです。文中の 　　
に入る，当時の中国全土を支配していた国のよび名を漢字１字で書きなさい。ま
た，　　　に入る表現として最も適当なものを，あとから選びなさい。（京都）

　

　ア　生活が苦しくなった御
ご
家
け
人
にん
を救

きゅう
済
さい
するために，幕府は永

えい
仁
にん
の徳

とく
政
せい
令
れい
を出した

　イ　二つに分かれていた朝
ちょう
廷
てい
が合一され，幕府が朝廷の権

けん
限
げん
を吸

きゅう
収
しゅう
していった

　ウ　幕府をたおすために，後
ご
鳥
と
羽
ば
上
じょう
皇
こう
が京

きょう
都
と
で反

はん
乱
らん
を起こした

　エ　幕府の力がおとろえたために，戦国大名が各地を支配するようになった
⑵ 　資料１の下線部ｂについて，惣

そう
とはどのような組織ですか。資料３を参考に，

「寄
より
合
あい
」の語句を用いて説明しなさい。（滋賀）

えいさい

太 平 洋

東
シ
ナ
海

A

B

0 1000km

X

C

　写真のようなア書
しょ
院
いん
造
づくり
が広まり，イ大

やまと
和絵

え
や生け

花が盛
さか
んになった，足

あし
利
かが
義
よし
政
まさ
のころの文化をウ東

ひがし
山
やま

文化という。民
みん
衆
しゅう
の文化も発達し，能

のう
（能

のう
楽
がく
）のあ

いまにはエ狂
きょう
言
げん
が演じられた。

3

中世の人々のくらしのようす

諸
しょ
産業が発達する

ａ馬
ば
借
しゃく
の活動

ｂ惣
そう
がつくられる

今
いま
掘
ぼり
惣
そう
掟
おきて
の書案

資料１ 資料２

X

Y

　 の皇
こう
帝
てい
のフビライ＝ハンの命令で始まった二度の 軍の襲

しゅう
来
らい
を，

幕
ばく
府
ふ
はしりぞけた。この戦いの後，13世紀末になると， 。
X X

Y

⑶
①

②

⑷

①

②
記号

国名

⑸
記号

語句

⑴
X

Y

⑵

６点×３ 計18点

一 　森林の苗
なえ
木
ぎ
を切り 

とった者は，500文 
の罰

ばっ
金
きん
とする。

一 　堀
ほり
から東には，屋

や

敷
しき
をつくってはなら
ない。

（「今掘日吉神社文書」より一部要約）

3

資料３　惣
そう
のおきて

東
とう
大
だい
寺
じ
南
なん
大
だい
門
もん

禅
ぜん
宗
しゅう

アイヌ〔民
みん
族
ぞく
〕

Ｃ

琉
りゅう
球
きゅう
王
おう
国
こく

イ

水
すい
墨
ぼく
画
が

元
げん

ア

（例）村
むら
の寄

より
合
あい
で

おきてを定
さだ
めたり

した自
じ
治
ち
組
そ
織
しき
のこ

と。

思

⑷①は「アイヌの人
ひと

々
びと

」も
　正答。
⑷②，⑸は完答。
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学習  課題

学習日　　月　　日

A・Lワークシート
アクティブ・ラーニング

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正

　　鎌
かま
倉
くら
時代の人々のくらしや文化について考え，まとめましょう。

⑴ 　当時の「市」にはどのような人々が集まっています
か。右の資料１から見つけて書きなさい。
　

⑵ 　当時の市にはどのような物が売られていますか。資
料１から見つけて書きなさい。
　

⑶  　鎌倉時代の市にも見られた，「貨
か
幣
へい
」に関する変化

について書きなさい。
　

⑷　資料２，３が設置されている建築物の名
めい
称
しょう
を書きなさい。

　　資料２〔　　　　　　　　　　〕
　　資料３〔　　　　　　　　　　〕
⑸ 　資料３の仏像は鎌倉時代の作品です。平

へい
安
あん
時代の仏像（資料２）

とどのような点で異
こと
なるか，気づいたことを書きなさい。

　

　　
　　鎌

かま
倉
くら
時代の政治について考え，まとめましょう。

⑴ 　右の資料１を見て，鎌倉幕
ばく
府
ふ
の役所や役職のうち，次

の内容に関連するものをそれぞれ書きなさい。
　・将

しょう
軍
ぐん
の補

ほ
佐
さ
〔　　　　　　　　　　〕

　・京
きょう
都
と
の警

けい
備
び
〔　　　　　　　　　　〕

⑵ 　鎌倉幕府が武
ぶ
士
し
に支持された理由を，資料２を参考に

して考え，書きなさい。
　

　　
　　「鎌

かま
倉
くら
幕
ばく
府
ふ
の成立」の学習を振

ふ
り返り，まとめましょう。

　
　〈もっとも深く考えた学習内容，興味をもった学習内容〉

 

　　〈内容に対する自分の意見・感想〉

1

資料３資料２

2

御　家　人
ご け にん

●
土
地
の
支
配
権
を
認
め
る

●
新
た
に
土
地
を
あ
た
え
る

●
守
護
や
地
頭
に
任
命
す
る

け
ん

み
と

し
ゅ 

ご

じ 

と
う

●
京
都
や
鎌
倉
を
警
備
す
る

●
戦
時
に
は
、将
軍
の
た
め
に一族
を
率
い
て

　
戦
う

き
ょ
う
と

か
ま
く
ら

け
い 

び

将　軍
しょう ぐん

奉

　
公

御

　
恩

ご

お
ん

ほ
う

こ
う

資料２

京
都

地
方

侍

　
所

さ
む
ら
い

　

  

ど
こ
ろ

政

　
所

ま
ん

　
　

ど
こ
ろ

問
注
所

も
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ

き
ょ
う  

と

ろ
く  

は   

ら  

た
ん 

だ
い

六
波
羅
探
題

し
ゅ

　
　
　
ご

守

　
護

じ

　
　
　
と
う

地

　
頭

執権
しっけん

鎌
倉

か
ま
く
ら

しょう　ぐん

将軍

資料１

3

鎌倉幕府の成立 教科書 P.72 ～ 84

資料１　市のにぎわい

鎌
かま
倉
くら
時代の生活や文化について特

とく
徴
ちょう
をまとめ，幕

ばく
府
ふ
の政治が受け入れられた背

はい
景
けい
を読み取ることができる。

解答・解説 P.33

（例） 人
にん
間
げん
の姿

すがた
をありのままにあらわそうとした，写

しゃ
実
じつ

的
てき
で力

ちから
強
づよ
い彫

ちょう
刻
こく
である。

武
ぶ
士
し
，僧
そう
，貴

き
族
ぞく
，商

しょう
人
にん
，農
のう
民
みん
，子

こ
ども

織
おり
物
もの
，米
こめ
，魚

さかな
，瓶
かめ
，など

（例）商
しょう
業
ぎょう
が発
はっ
達
たつ
するにつれて，貨

か
幣
へい
（銅
どう
銭
せん
）が広

ひろ
く使
つか
われるようになった。

（例）将
しょう
軍
ぐん
が「御

ご
恩
おん
」として御

ご
家
け
人
にん
の領

りょう
地
ち
を公
こう
認
にん
・保

ほ
護
ご
し，その代

か
わり

に御
ご
家
け
人
にん
たちは京

きょう
都
と
や鎌

かま
倉
くら
の警

けい
備
び
や，将

しょう
軍
ぐん
の戦

たたか
いに参

さん
加
か
して「奉

ほう
公
こう
」

する主
しゅ
従
じゅう
関
かん
係
けい
にあり，武

ぶ
士
し
が活
かつ
躍
やく
しやすいしくみであったから。

執
しっ
権
けん

平
びょう
等
どう
院
いん
鳳
ほう
凰
おう
堂
どう

六
ろく
波
は
羅
ら
探
たん
題
だい

東
とう
大
だい
寺
じ
南
なん
大
だい
門
もん

84

正解したら にチェック✓ しておきましょう。
１回目
↓

↑
２回目

重 要 用 語
一問 一答

①　今から約700万年前に直
ちょく
立
りつ
二
に
足
そく
歩
ほ
行
こう
を始めた，最初の人類。

②　人類が，狩
しゅ
猟
りょう
や採集のために石を打ち割

わ
ってつくった石器。

③　氷河時代の約200万年前ごろに出現し，火を使うようになった人類。
④　約20万年前にアフリカで出現した，現在の人類の直接の祖先にあたる人類。
⑤　人類が②をつくり，狩猟をしながら移動生活をしていた時代。
⑥　穀

こく
物
もつ
の収

しゅう
穫
かく
や加工などに使われた，石をみがいてつくった石器。

⑦　約１万年前に人々が農
のう
耕
こう
や牧

ぼく
畜
ちく
を行い，ムラをつくって住むようになった時代。

⑧　社会が支配する者と支配される者に分かれ，宗
しゅう
教
きょう
的・政治的・軍事的に統合し

たまとまり。一つの都市から始まり，やがて複数の都市を支配するようになった。
⑨　紀元前3500年ごろ，ティグリス川とユーフラテス川の流

りゅう
域
いき
で生まれた文明。

⑩　⑨で発明され，ハンムラビ法典などに用いられた右の写
真の文字。

⑪　紀元前3100年ごろにナイル川流域で生まれた文明。
⑫　⑪で発明された，１年を365日とする暦

こよみ
。

⑬　モヘンジョ＝ダロの遺
い
跡
せき
などで知られる，紀元前2600

年ごろに生まれた文明。
⑭　紀元前1600年ごろに黄

こう
河
が
流域で生まれた，中国で最初の国。

⑮　⑭でつくられ，現在の漢字のもとになった文字。
⑯　紀元前６世紀ごろに中国で孔

こう
子
し
が説いた，親子・兄弟などの秩

ちつ
序
じょ
を大切にし，

思いやりの心による政治を行うべきとした教え。
⑰　紀元前221年に初めて中国を統一した秦

しん
の王。

⑱　秦の後に中国を統一し，大帝
てい
国
こく
となって約400年間続いた国。

⑲　⑱の時代に開かれた，西アジアや地
ち
中
ちゅう
海
かい
と中国を結び，西方のぶどうや中国の

絹
きぬ
織物などを運んだ交易路。

⑳　紀元前８世紀後半に，地中海東部に多く生ま
れたギリシャ人による都市国家。

㉑　紀元前６世紀末のアテネで行われていた，市
民全員が平等に政治に参加できる制度。

㉒　紀元前１世紀のローマで行われていた，選ばれた少数の身分の高い市民や裕
ゆう
福
ふく

な市民に政治が任される制度。
㉓　紀元前１世紀末に地中海一帯を征

せい
服
ふく
した，皇

こう
帝
てい
が統治した国。

㉔　紀元前６世紀ごろのインドで生まれたシャカが開いた宗
しゅう
教
きょう
。

㉕　１世紀初めに，ユダヤ教を基に，すべての人が神の前で平等であり，神の愛によっ
て救われると説いたイエスの教え。

㉖　アラビア半島のメッカで生まれたムハンマドがおこした宗教。

㉗　約1万5000年前から食物の煮
に
炊
た
きや保

ほ
存
ぞん
のために使われるようになった，縄

なわ
目
め

の文
もん
様
よう
がつけられたものが多い土器。

㉘　日本列島の人々が㉗を使い，狩
しゅ
猟
りょう
や採集生活をしていた時代。

㉙　地面を掘
ほ
り下げた床

ゆか
に柱を立て，草や木の枝，土などで屋根をふいた住居。

1 人類の始まりと文明 P.18～27

2 日本列島の人々と国家の形成 P.28～43

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

古
代
ま
で
の
日
本
と
世
界

解答・解説 P.48

猿
えん
人
じん

打
だ
製
せい
石
せっ
器
き

原
げん
人
じん

新
しん
人
じん

旧
きゅう
石
せっ
器
き
時
じ
代
だい

磨
ま
製
せい
石
せっ
器
き

新
しん
石
せっ
器
き
時
じ
代
だい

国
こっ
家
か

メソポタミア文
ぶん
明
めい

くさび形
がた
文
も
字
じ

エジプト文
ぶん
明
めい

太
たい
陽
よう
暦
れき

インダス文
ぶん
明
めい

殷
いん

甲
こう
骨
こつ
文
も
字
じ

儒
じゅ
教
きょう

始
し
皇
こう
帝
てい

漢
かん

シルクロード（海
うみ
の道

みち
）

ポリス

民
みん
主
しゅ
政
せい

共
きょう
和
わ
政
せい

ローマ帝
てい
国
こく

仏
ぶっ
教
きょう

キリスト教
きょう

イスラム教
きょう

縄
じょう
文
もん
土
ど
器
き

縄
じょう
文
もん
時
じ
代
だい

竪
たて
穴
あな
住
じゅう
居
きょ


